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　１月 19 日、深山和紙振興研究センターでは、毎年恒
例の楮ふかしが行われました。
　楮は深山和紙の原料となるものです。早朝４時、窯に
火を入れ、火加減を調整。今年は楮が順調に成長したこ
ともあり、約１トン近くの楮を４回に分けてふかしまし
た。１つの束を約３時間蒸し上げ、たるを持ち上げると
湿気により辺り一面が真っ白となり、その光景に見学者
からは驚きの声も上がりました。蒸し上がった楮は冷水
で瞬時に冷やされ、表皮を剥いで寒風干しにします。
　この日は、深山地区の方以外にも、山形芸術工科大学
の学生や宿泊客の方の手も借り、例年にも増して活気に
満ちながら、作業が行われていました。

域で守り続ける４００年の伝統
深山地区で楮（こうぞ）ふかし地

んなが輝き続けられる町を目指して
青少年国際交流事業町民報告会と青少年育成町民会議研修会を開催み

　12 月 19 日、白鷹町青少年国際交流事業町民報告会
（兼）白鷹町青少年育成町民会議研修会が中央公民館大
会議室で開催されました。
　第 1 部では国際交流事業でオーストラリアでの研修
を終えた中高生が、保護者をはじめ町青少年育成町民会
議会員の皆さん、一般参加の方々を前に、事業報告を行
いました。体験してきたことについて、白鷹町とオース
トラリアの違いを分かりやすくまとめるなど、培った英
語力を発揮しながら発表しました。
　第2部のワークショップはとても短い時間でしたが、
報告会の内容を基に、「人間（people）」「地球環境・自
然 (planet)」「つながり (partnership)」のテーマについ
て深い話をすることができました。
　アンケートからは、中高生が生き生きと活動する場、
多世代の交流の場の創設を望む声が聞かれました。どの
世代も、みんなが輝き続けられる町を目指して、今後も
取り組んでいきたいと思います。

国大会出場の栄光をたたえて
令和元年度成績優良者激励金を交付全

　文化・スポーツ活動において優秀な成績を収め全国大
会への出場を果たされた方々に、町より激励金を交付し
ています。12 月に交付させて頂いたのは、次の方です。
　白鷹町在住の方で、全国大会出場の小中高校生に激励
金を交付しています。詳細は、町ホームページをご覧く
ださい。

３
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芸術文化のさらなる発展へ
白鷹町芸術文化協会「新春のつどい」を開催町

　1月 19 日、パレス松風を会場に、白鷹町芸術文化協
会（伊藤久志会長）の新春のつどいが開かれました。
　この日は、同協会の会員など約 110 人が出席。平成
31 年度事業報告後には、芸術文化賞に橋本滿弘さん（絵
画部門）、須貝修成さん（白鷹欅墨会）、奥山さち子さん
（よさこい白鷹櫻鷹會）の３名。奨励賞に長谷川清さん（民
踊けんこう教室）の１名が芸術文化の振興に寄与され表
彰されました。その後、白鷹若柳会による祝舞、ダイナ
ミック琉球と日本舞踊のコラボが披露され、エイサーで
新年をお祝いしました。

１

キドキ！ワクワク！の小学校生活がもうすぐ――
新入学児童にランドセルを贈呈ド

　１月 22 日から 2 月 3 日にかけて、町内の 4 つの小
学校を会場に、新入学児童へランドセルを贈る式が行わ
れました。
　これは、町内のかばん製造業「㈲らんどーる山形（今
野義雄社長）」で製造されたランドセルを、新入学児童
の入学を祝うとともに、保護者の経済的負担の軽減を目
的として行っている事業で、今年で4回目を迎えました。
佐藤町長は「かぜをひかないで、4月にこのランドセル
を背負って元気に登校してください」と一人ひとりにラ
ンドセルを手渡しました。受け取った児童は緊張した面
持ちながらも、しっかりと「ありがとうございます」と
お礼を述べ、これからはじまる学校生活に期待を膨らま
せているようでした。

１

　１月 26 日の「文化財防火デー」にあわせ、国指定有
形文化財の観音寺観音堂（深山）と県指定有形文化財の
鮎貝八幡宮本殿（鮎貝）で防火訓練が行われました。
　観音寺観音堂での訓練には、深山観音堂自衛消防隊と
消防白鷹分署などから 30 人が参加。１１９番への通報
から放水まで息の合った連携により迅速な消火活動が行
われました。消火手順など有事の際の行動ひとつひとつ
を綿密に確認し、地元の宝を災害から守ろうとする地域
の方々の想いがひしひしと伝わってきました。
　また、鮎貝八幡宮本殿では防火祈願祭が行われ、区長
や町内長、消防団関係者などが参加し、今年一年の無災
害を祈願しました。

しもの火災に備えて
「文化財防火デー」にあわせて防火訓練を実施も
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　１月は各地区で新春懇談会が開催され、東根地区で

はその席上で、東根小学校５年生の児童たちが畔藤田

植え踊りを披露し会場を盛り上げました。

　今年度、東根地区では地域づくり推進交付金を活用

し田植え踊りで使用する児童用の衣装を作成。畔藤田

植え踊り保存会の方から熱い指導を受けながら、児童

たちは日々練習に励んできました。新春懇談会では、

大勢の方が注目しているなかで緊張した面持ちだった

ものの、息の合った素晴らしい踊りを披露しました。

「大人になっても踊り続けたい」と話す児童もおり、

地域の想いが脈々と次世代に繋がっていました。

　１月 20日、白鷹中学校の 2年生を対象に、登り鯉
の会が開催され、長井市の高橋鯉店より提供いただい
た鯉の甘露煮を給食で味わいました。
　給食の前には、髙橋鯉店の方より置賜地域における
鯉の食文化の歴史や、鯉が出世の象徴といった縁起物
とされていることなどをお話いただきました。講話後
の生徒のあいさつでは、「来年度はいよいよ最高学年。
鯉から力と良い縁をいただいて、頑張っていきたいで
す」と来年度に向けての決意が述べられました。
　鯉を初めて食べるという生徒も多く、「とても甘く、
濃厚でおいしい」と笑顔で頬張りました。

　１月 20日、白鷹中学校の２年生を対象に、認知症
サポーター養成講座が開催されました。
　講座では、生活支援体制整備協議体委員会委員の照
井クニさん、平吹隆さんによる紙芝居で、認知症に気
付くまでの家族の関わりや認知症の方が暮らしやすい
環境づくりのポイントなどを学びました。その後、町
の保健師より、認知症の正しい理解や認知症の方との
関わり方などを説明していただき、受講した生徒は「お
じいちゃんやおばあちゃんに優しく接してあげるこ
とを心がけたい」「これからはサポーターとしてでき
ることをやっていきます」と話し、認知症に対する理
解を深めました。最後に受講した生徒たちにはサポー
ターの証であるオレンジリングが渡されました。
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子
ねずみ

　しらたかＦＡＣＴＯＲＹでは、今年もみんなで力を
合わせて頑張っていこうと、今年の干支であるねずみ
を題材とした工作が行われました。
　10 人の手により約 2週間という製作期間を経て
完成させたパネルと折り紙で作った立体ねずみ。一人
ひとりが「良い一年になるように」「しらたかＦＡＣ
ＴＯＲＹが町内のみなさんに知ってもらえるように」
と思いを込めて作りました。折り紙で作った立体ネズ
ミの作品は、受け取ってくださる方の幸せを願い、ひ
とつひとつに「福」などと手書きで記し、鷹山地区で
開催された新春懇談会の参加者にプレゼントしました。

　白鷹中学校で、１学年の技術の授業に町産木材を活
用した木工工作が行われました。
　この取り組みは、山形県みどり豊かな森林環境づく
り推進事業交付金を活用して行われており、町産木材
を使って、生徒たちは本棚や小物入れ、マガジンラッ
クなどを工夫をこらして作成していました。
　町産木材に触れた生徒たちに感想を聞いてみると、
「木の香りがとても良い」「色を染めると、すぐになじ
んでくれたのでとても使いやすかった」などと話し、
非常に好感を抱いている様子でした。本町では、主伐
期を迎えた木が多く存在し、今後も町産木材を活用し
た様々な取り組みを行っていきます。

①

②

①

②②②

　１月 24日、白鷹中学校の３年生たちはあゆ茶屋よ
り提供いただいた「勝どき鮎」を食し、志望校合格に
向けて必勝を祈願しました。
　白鷹町では、毎年この時期になると高校受験を控え
た中学校３年生に鮎が振舞われており、合格を祈願す
るために「勝どき鮎」と称して、長年親しまれている
恒例行事です。鮎をいただいた生徒たちは「ふっくら
しておいしかった」「鮎とつくってくださった方に感
謝して、受験勉強を頑張っていきたい」と話しました。
　まだまだインフルエンザなどが流行する時期です。
体調管理に気を付けて、受験頑張ってください！
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９９９９９９９９ 30 ～3030 ～～30 ～3300 ～

101001010010 00 ～～0000 ～～00 ～00

11111111111111 30 ～～330030 ～～30 ～30 1001000010001001000

12121122112212 30 ～～303300 ～～3300 ～30

　23日の日中（午前９時～午後５時）は
　　　　　　　　　　　　　　リフト料金無料！

　　　　　　　【問い合わせ】白鷹町教育委員会　☎ 85-6147

白鷹町営スキー場
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【募集作品】
　白鷹町内で撮影された季節感のある写真。人
物 (顔の認識できるもの )が写っているものは、
肖像権の許諾を受けたもの。作品の題名はなく
てもかまいません。
【サイズ】
　撮影データは jpeg 形式とし、250dpi・1200
万画素程度以上のもの。
【応募方法】
●プリント応募
　デジタルデータをＡ４サイズ程度以上でプ
リントされたものを郵送。作品の裏面に応募票
を貼り付けてください。
● Twitter 応募
　本文に撮影日、撮影場所、タイトルを明記し、
写真を投稿。ハッシュタグ「#しらたかカレン
ダーコンテスト」を付けて投稿。１投稿に１作
品での投稿としてください。
　入賞者には、DMにて連絡をさせていただきま
すので、一時的に相互フォローをお願いします。

【応募締切】
　令和２年８月 31日 ( 月 )
【賞】
　表 紙 賞　  １作品　賞品 (3000 円相当 )
　各月別賞　12作品　賞品 ( 各 3000 円相当 )
【応募先】
　〒 992-0831
　山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲 1296-1
　白鷹町観光協会　カレンダー写真コンテスト係
【その他】
　・応募点数に制限はございません。
　・応募作品の返却は致しません。
　・応募作品は web や広告などで使用させて
　　いただくことがございます。
　・入賞者には作品のデータを送付していただ
　　きます。
　・応募要項と応募票は白鷹町観光協会ＨＰか
　　らダウンロードしてください。

白鷹町観光協会で製作する 2021 年カレンダーの写真を募集します。

「しらたかの四季」カレンダー２０２１　写真コンテスト

1 日1日 ( 月( 月 ))

【問い合わせ】白鷹町観光協会　☎ 86-0086
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　私たちが生活している町を住みよい町としていくために
は、私たち自らがまちづくりに参画して知恵を出し合い、
一つずつ行動に移していくことが必要です。その一つの方
法として、協働のまちづくり条例では町が設置するさまざ
まな審議会等の委員を選任するにあたり、自ら参画しよう
という方の募集について定めています。
　今回は、右記の各審議会等委員を募集します。

【問い合わせ】各審議会等の所管部署
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る
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時

　

点
で
満
25
歳
以
上
の
方

②
年
２
〜
４
回
程
度
開
催
さ
れ
る

　

会
議
な
ど
に
出
席
で
き
る
方

▼
報
酬　

６
０
０
０
円
／
日
（
会

議
時
間
が
４
時
間
未
満
の
場
合
は

３
０
０
０
円
／
日
）

▼
所
管
部
署　

町
民
課
く
ら
し
環

境
係　

☎
85

－

６
１
３
１

　

社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画
の

立
案
や
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に

応
じ
た
意
見
を
述
べ
る
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時

　

点
で
満
25
歳
以
上
の
方

②
年
５
回
程
度
の
研
修
・
会
議
な

　

ど
に
出
席
で
き
る
方

▼
報
酬　

１
万
６
０
０
０
円
／
年

▼
所
管
部
署　

教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
文
化
振
興
係　

☎
85

－

６
１
４
６

　

教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
、

文
化
財
の
保
存
お
よ
び
活
用
に
つ

い
て
、
調
査
審
議
す
る
機
関
で
す
。

▼
応
募
資
格　

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時

　

点
で
満
25
歳
以
上
の
方

②
年
２
〜
３
回
程
度
の
会
議
な
ど

　

に
出
席
で
き
る
方

▼
報
酬　

１
万
６
０
０
０
円
／
年

▼
所
管
部
署　

教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
文
化
振
興
係　

☎
85

－

６
１
４
６

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す

る
施
策
の
実
施
状
況
や
事
業
計
画

に
つ
い
て
、
調
査
審
議
す
る
機
関

で
す
。

▼
応
募
資
格

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時

　

点
で
満
20
歳
以
上
の
方

②
年
１
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で

　

き
る
方

▼
報
酬　

６
０
０
０
円
／
日
（
会

議
時
間
が
４
時
間
未
満
で
あ
る
場

合
は
、
３
０
０
０
円
／
日
）

▼
所
管
部
署　

健
康
福
祉
課
・
子

育
て
支
援
係　

☎
86

－

０
２
１
２

■
任
期

　

令
和
２
年
４
月
１
日

　

〜
令
和
４
年
３
月
31
日

■
共
通
す
る
応
募
資
格

⑴
原
則
と
し
て
、
白
鷹
町
の
他
の

　

審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
こ
と

⑵
白
鷹
町
の
議
員
お
よ
び
職
員
で

　

な
い
こ
と

⑶
次
の
基
準
を
満
た
す
方

①
納
税
等
（
町
税
、
各
種
負
担
金
、

　

使
用
料
な
ど
を
含
む
）
の
義
務

　

を
果
た
し
て
い
る
こ
と

②
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者
で

　

な
い
こ
と

④
刑
執
行
中
の
犯
罪
歴
が
な
い
こ
と

⑤
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ
と

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
所
管
部
署
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
応
募
要

項
お
よ
び
応
募
用
紙
は
各
所
管
部

署
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

応
募
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
締
切

　

３
月
２
日
（
月
）

※
当
日
消
印
有
効

■
選
考
方
法

　

審
議
会
等
委
員
選
考
審
査
会
で

審
査
の
上
、
選
考
し
ま
す
。

■
審
査
結
果

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

各
審
議
会
等
の
委
員
は
町
の
非

常
勤
特
別
職
と
し
て
任
命
さ
れ
ま

す
の
で
、
白
鷹
町
個
人
情
報
保
護

条
例
第
３
条
第
２
項
の
適
用
を
受

け
る
と
と
も
に
、
同
条
例
の
規
定

に
違
反
し
た
場
合
（
職
務
上
知
り

得
た
個
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
た
場

合
な
ど
）
は
罰
則
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

各
審
議
会
等
の
所
管
部
署

❶ ３

❷ ２

❸ ２

  ❹ ２
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町からのお知らせ



　　白鷹町美しい郷づくり推進会議の委員を募集します

　町環境基本計画を推進するため、白鷹町の住みよ
い美しい環境をともに考え、ともにつくる仲間を募
集します。気軽に語り合いながら町が目指すべき環
境像「笑顔かがやき　心かよう　美しいまち」を実
現していきましょう。
●募集する委員の名称　
　白鷹町美しい郷づくり推進会議委員
●組織構成　当会議は、ごみの減量化や地球温暖化
　対策および環境基本計画の推進活動を行います。
　ごみ減量化対策を進める上で廃棄物減量等推進員
　も兼ねて委嘱し、活動を行っていただいています。
●募集人数　５名程度（委員定数20名以内のうち
　の５名）
●任期　令和２年４月１日～令和４年３月31日
●応募資格
⑴町内に住所を有し、応募時点で満20歳以上の方
⑵ごみの減量化やエネルギー、水環境などに関心の
　ある方
⑶原則として、年６～８回程度の会議、啓発活動お
　よびイベントなどに出席できる方
⑷白鷹町の議員および職員でないこと

⑸次の基準を満たす方
①納税等（町税、各種負担金、使用料などを含む）
　の義務を果たしていること
②公民権を有していること
③破産者で復権を得ない者でないこと
④刑執行中の犯罪歴がないこと
⑤暴力団員等でないこと
●応募方法　所定の応募用紙に必要事項を記入の上、
　町民課に提出してください。応募用紙は町民課に
　準備しているほか、町ホームページからもダウン
　ロードできます。（ホーム→くらし情報→環境保全
　のとりくみ）
●応募締切　３月５日（木）　※当日消印有効
●選考等　「白鷹町審査会等委員選考に係る基準」
　を準用し審査の上、審査結果を応募者全員に通知
　します。
●その他　委員には活動謝礼として年額10,000円
　をお支払いする予定です。

【申し込み・問い合わせ】
町民課くらし環境係　☎85-6131

　　　　　　　　　　

　12 月 26 日、白鷹きらやか会（鈴木重治会長）
から社会福祉法人白鷹福祉会が運営する特別養護
老人ホーム白光園へ３万円が寄附されました。
　贈呈式では、佐藤光雄副会長から白光園の稲葉
明彦園長へ目録が手渡され、受け取った稲葉園長
は「施設利用者が快適に利用できるよう、有効に
活用させていただきます」と感謝しました。
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町からのお知らせ



中川  トヨさん
（山口）

大正 10年３月 28日生

菅原  きよさん
（荒砥甲）

大正 10年５月 10日生

安達  ちよさん
（荒砥乙）

大正 10年４月 21日生

児玉  なをさん
（高玉）

大正 10年 12月 11日生

小川  耕二さん
（萩野）

大正 10年 11月 28日生

鈴木  なつさん
（荒砥甲）

大正 10年５月 15日生

沼澤  房子さん
（浅立）

大正 10年４月 15日生

髙橋  武雄さん
（山口）

大正 10年７月６日生

竹田  保松さん
（滝野）

大正 10年 10月 26日生

長谷部雪子さん
（高玉）

大正 10年 11月 15日生

川部  まささん
（萩野）

大正 10年２月 27日生

小林  ハマさん
（中山）

大正 10年９月７日生

中村  みなさん
（鮎貝）

大正 10年５月 24日生

菊池  しうさん
（鮎貝）

大正 10年２月 11日生

髙橋  ふみさん（山口）
大正 10年８月 20日生

※お名前のみ掲載

数え年で今年“100 歳”を
迎えられる 15人の皆さんに、
町から賀詞と御祝金が贈られました。
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地域包括支援センター ℡86-0112～地域で支え合いましょう～

▼「高齢者虐待」にあたる行為

●身体的虐待…暴力を振るう。殴る、つ
　ねる、蹴る、無理やり食事を口に入れ
　るなど。
●心理的虐待…言葉や態度で精神的な苦
　痛をあたえるなど。
●介護・世話の放棄・放任…介護や世話
　をしない。または結果として、してい
　ないなど。
●経済的虐待…財産やお金を勝手に使
　う。正当な理由もなくお金を使わせな
　いなど。
●性的虐待…本人がいやがる性的な行為
　やその強要など。

　
高齢者虐待の問題を誰もが見過ごさず、地域みんな

で高齢者や介護する家族を支え、虐待を防ぎましょう。

【高齢者虐待相談窓口】
白鷹町地域包括支援センター　☎８６-０１１２

高齢者虐待の早期発見のためのチェックリスト

「高齢者虐待」の発見の手がかりとなる「虐待  の危険サイン」を見逃さないようにしましょう

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症

な
ど
に
よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る

能
力
が
十
分
で
な
い
方
に
つ
い

て
、
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
選
ば

れ
た
成
年
後
見
人
等
が
、
財
産
の

管
理
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
契
約

を
行
い
、
ご
本
人
の
権
利
を
法
的

に
守
り
生
活
を
支
援
す
る
制
度
で

す
。

　

１２

　

こ
の
よ
う
な
お
困
り
ご
と
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
成
年
後
見
制
度
相
談
窓
口
】

白
鷹
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
86

－

０
１
１
２

　高齢者虐待はどこの家庭にも、だれにでも起こりうる身近な問題です。私たち
一人ひとりが高齢者虐待に対する認識を深め、普段の生活の中で気がついたこと
や、できることから行動することで、高齢者虐待の防止につながります。
・重大な危険が生じていない場合であっても、「虐待かもしれない」と思ったら、
　早めに相談・連絡してください。
・守秘義務により、ご連絡していただいた方のお名前が、周囲に漏れることはあ
　りません。安心してご相談・ご連絡ください。

『
成
年
後
見
制
度
』

　
こ
ん
な
時
に

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
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　 29 65

５

６

65

日　時：３月 22日（日）　午前 10時
会　場：白鷹町まちづくり複合施設　大会議室
※午前９時 30分より受付を開始します。

内　容：【10：00～ 10：20】オープニング
　　　　　　　　（山形交響楽団：弦楽三重奏）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　【10：20～】感謝状贈呈
　　　　　　　　（まちづくり複合施設協力者）

　　　　【10：30～】記念式典・表彰式　　
　　　　　　　
　　　　【11：40～ 12：25】
　　　京都大学名誉教授　佐藤 文隆氏 講演会
　　　演　題「 故郷をいでて」
　
※時間はおおよその開始時間です。前後するこ
　ともあります。
※一般の方もご覧いただけますが、お席に限り
　があります。
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令和元年度  明るい選挙啓発標語入賞者
■最優秀賞
　「その一票  未来輝く  道標」　　佐藤　彩香（荒砥高校 2年）

■優 秀 賞
　「この１ぴょう  家ぞくのために  みんなのために」　　　　　今　　莉々（鮎貝小３年）
　「良い未来  来ると願って  この１票」　　　　　　　　　　　後藤　優誠（鮎貝小６年）
　「考えよう  その一票が  あなたの未来」　　　　　　　　　　松野　大嘉（白鷹中１年）
　「有意義に  使おうあなたの  選挙権」　　　　　　　　　　　鈴木　遥人（白鷹中２年）
　「公正な  あなたの一票  未来のために」　　　　　　　　　　小林　琉一（白鷹中３年）
　「一票に  込める想いと  背負う責任」　　　　　　　　　　　安達　玲奈（荒砥高３年）

■入選

　佐藤　煌生（鮎貝小１年）
　佐藤　千晶（鮎貝小２年）
　佐藤　蒼彩（鮎貝小２年）
　小口　星文（鮎貝小３年）

　安部　瑞樹（鮎貝小４年）
　馬下　智貴（鮎貝小５年）
　武田　拓晃（鮎貝小 6年）
　横澤　悠人（鮎貝小６年）

　今　　桃香（白鷹中３年）
　大木　真緒（白鷹中３年）
　原田　結衣（白鷹中３年）
　片山　風歌（白鷹中３年）

　森谷　大樹（荒砥高１年）
　大類真太朗（荒砥高１年）
　小松　洸哉（荒砥高３年）
　羽角　有生（荒砥高３年）

　大木　陽由（白鷹中１年）
　今野　正就（白鷹中１年）
　浅野　　嵐（白鷹中１年）
　齋藤　　峻（白鷹中１年）

　菅　　悠悟（白鷹中２年）
　平井　雅也（白鷹中２年）
　橋本　優翔（白鷹中２年）
　橋本ひらり（白鷹中２年）

１

12

26

２

６ １

白
は

く

鷹
よ

う

山
ざ

ん

情
報

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で

　
　
　
再
び
十
両
に
返
り
咲
く

　
今
場
所
を
振
り
返
っ
て

　
（
白
鷹
山
の
コ
メ
ン
ト
）

が
ん
ば
れ
！

白
鷹
山

　

自
分
が
目
指
す
相
撲
の
形

が
、
よ
う
や
く
は
っ
き
り
見
え

て
き
た
場
所
で
し
た
。
ま
だ
課

題
が
多
い
で
す
が
、
伸
び
代
だ

と
思
い
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

来
場
所
か
ら
は
、
ま
た
十
両
で

相
撲
が
取
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の

応
援
の
お
か
げ
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
６
月

か
ら
観
光
協
会
に
着
任
し
て
早
い
も

の
で
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。
紅
花
ま

つ
り
、
鮎
ま
つ
り
、
新
そ
ば
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
雪
紅
り
な
ど
白
鷹
の
四
季

の
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
携

わ
り
、
つ
く
づ
く
自
然
の
恵
み
に
溢

れ
て
い
る
町
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

鮎
ま
つ
り
が
終
わ
っ
て
す
ぐ
に
体

調
を
崩
し
て
入
院
し
て
し
ま
い
、
現

在
で
も
リ
ハ
ビ
リ
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。
い
つ
も
町
内
の
皆
さ
ん
に
気

遣
い
の
お
言
葉
を
頂
き
、
そ
の
優
し

さ
に
心
打
た
れ
て
い
ま
す
。

第 47回

　

新
そ
ば
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
町

内
の
周
遊
を
促
す
た
め
に
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
形
式
を
採
用
し
て
い
た
だ

き
、
企
画
か
ら
デ
ザ
イ
ン
な
ど
深
く

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町

内
の
皆
さ
ん
は
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
は
店
舗
さ
ん
の
ご
協
力
の
も

と
、
観
光
客
に
駅
で
食
事
を
し
て
も

ら
え
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
ま
す
。

駅
前
に
な
ー
ん
に
も
な
い
町
で
す

が
、
少
し
で
も
観
光
客
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
、
町
の
経
済
に
プ
ラ
ス

に
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
四
季
の
観
光
を
繋
げ
る
企

画
や
、
関
係
人
口
を
増
や
す
企
画
な

ど
を
通
し
て
、
白
鷹
町
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、皆
さ
ん
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

新しい取り組みに
挑戦しています！

地域おこし協力隊

廣瀬　將丈

回

　今年度、白鷹町で地域協力活動を行なってきました地域
おこし協力隊員の活動報告会を開催します。今年度の協力
隊員の活動に携わっていただいた皆さんや、協力隊がどん
な活動をしているのか興味・関心のある方は、ぜひ活動の
成果をお聴きいただき、ご意見をお聞かせください。

●い　つ　２月29日（土）午前９時30分開場／ 10時開会
●どこで　山峡紅の里
●入場料　無料

※事前の申し込みは不要です。当日会場にお越しください。

「地域おこし協力隊」とは？

【申し込み・問い合わせ】
企画政策課コミュニティ推進係　☎ 87-0830
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　３月は「自殺対策強化月間」です。３月の第 1週目（３/１～３/７）は土日を含め相談を
受け付けます。つらい気持ちを話してみませんか。

「こころの健康相談統一ダイヤル」　～待っています。あなたの声を～
●電話番号
　「こころの健康相談統一ダイヤル」　☎ 0

おこなおう

570 － 0
まもろうよ

6 4 － 5
こころ

56
　※ PHS 電話、IP 電話、プリペイド式携帯電話、列車公衆電話、海外からは接続できません。
　※「心の健康相談ダイヤル」（☎ 023-631-7060）においても、相談を受け付けています。
●相談時間
　３月１日（日）～７日（土）の期間は、９：00～ 17：00（土日を含む）対応します。
　※なお、通常は、９：00～ 12：00、13：00～ 17：00（土日祝日および年末年始を除く）
　　対応しています。

「自死遺族相談」「自死遺族の集い」
　大切な人を自死で亡くされた方が安心して相談できる窓口として「個別相談」および「集　
い」を開催しています。
●個別相談…精神科医師等による個別相談（予約制）
●集い…身近な方を自死で亡くされた方の語り合い・わかち合い（月１回）
●その他…詳しくは、お電話にてお問合せください。秘密は厳守します。

【申込・問い合わせ】山形県精神保健福祉センター　☎ 023 － 674 － 0139
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３ ７

第 395 回　おはなしの会

LibraryLibraryLibraryLibraryLibraryLibraryLibraryLibraryLibraryLibrary

３月の休館日：12日（木）、26日（木）

◎開館時間 :  午前９時～午後７時　

図書館だより

《今月の新刊図書》
主な新購入図書（一般） 著　　者 主な新購入図書（児童） 著　　者
稚児桜　能楽物語 澤田　瞳子 炊飯器レシピ 学研プラス

梅と水仙 植松三十里 ちび竜 工藤　直子

できない相談 森　　絵都 おいかけっこのひみつ いとうひろし

奈落 古市　憲寿 SDGs ぬまっち式アクション 100 沼田　晶弘

『わたしが薦める一冊』

　　　　　　　　　　〇絵に描いたぞうさんが、絵に描い
　　　　　　　　　　た果物を食べて大きくなり、ついに
　　　　　　　　　　は画用紙からはみ出してしまいます。
　　　　　　　　　　そして、りさちゃんのお家の窓から
　　　　　　　　　　外へ出ていってしまいました！（クレ
　　　　　　　　　　ヨン象さん）　〇編み物上手なおばあ
　　　　　　　　　　ちゃんにかかると、小さなセーター
　　　　　　　　　　が大きなセーターに生まれ変わりま
す。まるで魔法のように！（おばあちゃんのまほう）
　全部で８つのお話が一冊に詰まっています。ほのぼのと
した文に、やさしくソフトな土田さんの絵がマッチした魅
力的な絵本です。どうぞ、親子で手にとってご覧ください。

（掲載しているのは購入図書の一部です）

図書館協議会委員長　小出　稔

小さい子でも
操作はかんたん！

『読書通帳」大好評発行中！

　１月号でお知らせした「読書通帳」について、配布初日となった１月 11 日からの３日間で約
２００人の方に利用頂きました。県内で、子どもから大人まで読書通帳を利用いただけるのは、白
鷹町だけです！本の名前のほか、本の金額も記帳されます。この通帳にあなたは一体いくら貯める
ことができるでしょうか？まだお持ちでない方は、ぜひ、図書館においでください！
　読書通帳機と並んで、本の内容や配置場所、ご自身の利用状況、図書館職員からのおすすめなど
図書館に関する様々な情報が検索できる検索機 (OPAC) も新たに設置されました。また、Web 検索
ページもリニューアル！図書館内に設置の OPAC と同様の機能が利用できます。Web から本の予
約も可能になりました。新たな機能をご活用いただき、より充実した図書館ライフをお楽しみくだ
さい。

『風のゆうびんやさん』
　　　　　　　　　竹下文子・文　土田義晴・絵（あかね書房）
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※この他、毎日牛乳が 1本付きます。
※材料の都合により、献立を変更する場合があります。

給食に思いを込めて――

２月の予定献立表
ちょうりじょうゆうびん

　節分の豆まきに欠かせない豆といえば「大豆」。大
豆はたんぱく質や脂質を多く含むことから、「畑の肉」
ともいわれます。その他にも、鉄やカルシウムなどの
ミネラルや、食物繊維も豊富で、成長期の子どもたち
にたくさん食べてほしい食品です。
　2月の給食では、大豆をゆでてすりつぶしてみそ汁
に加えた呉汁や、五目豆として提供します。また、白
鷹町産の紅大豆や打ち豆も使用する予定です。給食に
あわせて、豆には様々な種類があることや、成長期に
必要な栄養素を豊富に含むことも子どもたちに紹介し
ていきたいと思います。

－おらほの食材－　

米・キャベツ・だいこん・ねぎ・ごぼう・かぶ・
小松菜・大豆・紅大豆・打ち豆・りんご・たかな
漬け・納豆・みそ等

地域学習：「白鷹町の伝統文化・工芸」の講演と
　　　　　「紅花染め」の体験学習
講 師：小松 寛幸 氏　（小松織物工房　白鷹町十王）

はじめに、地域特産の紅花生産や織物「白鷹紬」の歴史につい
て講演していただき、ハンカチの染色作業を体験しました。

荒高掲示板
フラワー長井線まつり

献血に協力

　３年間総合学科で多くの事を学び体験し、そして成長してきまし
た。その集大成として、発表の
テーマを考えグル－プに分かれ
て準備をして当日を迎えました。
選んだテーマの理由や、おかれ
ている状況、課題について考察
し、課題解決に向けたアイディ
ア等も織り込んだ中身の濃い発
表内容でした。

３年次生  学習成果発表会　12月19日（木）

１年次生  「産業社会と人間」　１月９日（木）
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O  P  E  N

　白鷹町立西中学校の跡地に建設していましたユニット型の
施設、新『白光園』が完成しました。家庭での生活が継続で
きるよう全室個室となっており、10 人で 1 軒の家となって
います。
　オープン前に施設見学会を開催しますので、ぜひご来場く
ださい。

地域交流棟
『ござっとごやい広場』

の利用について

　新『白光園』に併設された本施設

は、みなさんにご利用いただける施

設となっています。ぜひご利用くだ

さい。

　ご予約など、詳しくはお問い合わ

せください。

●いつ　① 3 月 6 日（金） 10 時～ 11 時 30 分
　　　　② 3 月 6 日（金） 14 時～ 15 時 30 分
　　　　③ 3 月 7 日（土） ９時～ 10 時 30 分

●受付場所　新「白光園」 地域交流棟 『ござっと
　　　　　　ごやい広場』内 地域伝承コーナー

●内 容　①事業説明
　　　　 ②施設内内覧

※見学を希望される方はご連絡ください。

見学会の日程について

【問い合わせ】　特別養護老人ホーム　白光園　☎ 85-1511

当施設は、白鷹町で育った木（町産木材）をふんだん
に活用しているのが特徴です。ぜひ、木の香りなども
お楽しみいただきながら見学してみてください！
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２ 元気ニコニコしらたか21
vol.79

ＧＥＮＫＩＮＩＫＯＮＩＫＯＳＨＩＲＡＴＡＫＡ 21
【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210

【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210

　各家庭に減塩の大切さを意識してもらうことを目的に、健康づくり推進員協議会で毎年実施しています。

～食生活改善のきっかけに～  みそ汁塩分濃度測定調査結果

世　代 人　数 割　合
10代 1 0.2
20 代 0 0.0
30 代 12 3.5
40 代 25 7.3
50 代 29 8.5
60 代 166 49.0
70 代 97 28.0
80 代 12 3.5
合　計 342 100.0

世　代 人　数 割　合
10代 1 2
20 代 2 4
30 代 15 31
40 代 14 29
50 代 7 15
60 代 5 11
70 代 4 8
合　計 48 100

　１日あたりの食塩摂取量の平均値は 10.1g（男女別にみると男
性 11.0g、女性 9.3g）で、目標の『８g』を達成していませんで
した。
　一方、生活習慣病の予防や改善のために、塩分を取りすぎない
ようにする（減塩をする）ことについて、『実施している』と回
答した人の割合は６割を越えていました。
　年代別では、70 歳以上では約８割が実施していると回答した
一方で、20代では４割を下回っていました。

　減塩することで、血圧が下がる効果がある他、胃がんや脳卒中、
心臓病、腎不全などの予防につながります。

「平成 30年国民健康・栄養調査」の結果
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～風味やアクセントになる食材～

酢・レモン・ゆず・しそ
しょうが・わさび　など
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0.8 【図１】令和元年度健康づくり推進員協議会調査結果
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果たして若い世代の塩分濃度はどうなんだろう？
その疑問を解決するため、新たな取り組みとして、町内保育園、こども園の保護者のみなさんにご協力いただき、
若い世代をターゲットにした調査を実施しました。

　【図２】より地域差はあ
るものの、どの地区も適正
濃度の 0.8％以下、そして
町平均では【図１】と同じ
0.64％という結果でした。
　長年の継続した取り組み
により、減塩の意識、実践
が世代を超えてしっかり地
域に根付いていることが成
果として表れました。

　【図１】より令和元年度の
結果は 0.64％。この濃度は、
おわん１杯で約１ｇに相当す
る塩分量で、適正な塩分濃度
と言えます。地域差も少なく、
各家庭での薄味が浸透してき
ている結果となりました。
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町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

❶
❷

❸ ７ ８ １ ５ ７

!!
31 １ １ 12 31

4,292 ▲ 805 5,135 ▲ 1,064 32 ▲ 19
126 ▲ 29 156 ▲ 35 2 ▲ 3
32 ▲ 6 37 ▲ 12 １ ０

　

　　　　　　ドライバーの“心がまえ”　【ゆっくり走ろう！あぶない雪道！】

■滑りやすい路面を見落とさない　　　　　　　　　　■油断しがちな場面！慎重な運転を

■地吹雪や濃霧などの悪天候や視界不良時は昼間店頭を積極的に！

　　　　歩行者の“心がまえ”　【油断大敵！自分で自分を守る！】

■車から歩行者は見えていません

■家の出入口付近で除雪作業する場合
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●主な動静
月　日 行　　事　　名

1月 1日
八乙女八幡神社歳旦祭
鮎貝八幡宮歳旦祭

1月 5日 十王地区新春懇談会

1月 6日
仕事始めの式
令和２年白鷹町新春賀詞交歓会

1月 8日 数え年１００歳の方への賀詞贈呈訪問

1月 9日
数え年１００歳の方への賀詞贈呈訪問
白鷹ロータリークラブ新年会

1月 11日
東根地区新春交流会
町消防団安全祈願祭

1月 14日 広域連携事業「第２回広域連携懇談会」

1月 15日
山形県町村会総務委員会
議会運営委員会
令和２年第１回白鷹町議会臨時会

月　日 行　　事　　名

1月 15日
人権擁護委員委嘱状交付
白鷹きらやか会新春懇談会

1月 16日
数え年１００歳の方への賀詞贈呈訪問
白鷹町観光協会会員交流会&研修会

1月 17日 白鷹町酪農組合新春交流会
1月 19日 芸術文化協会新春のつどい

1月 22日
新入学児童ランドセル贈呈事業贈呈式（蚕桑小学校）
新入学児童ランドセル贈呈事業贈呈式（鮎貝小学校）

1月 23日 有害鳥獣対策研修会（イノシシ編）
1月 24日 置賜地方町村首長議長懇談会
1月 27日 農業委員会新春懇談会
1月 29日 白鷹町アルカディア財団新春懇談会
1月 30日 新春林政講演会
1月 31日 新入学児童ランドセル贈呈事業贈呈式（東根小学校）

●町長交際費
支出日 区分 支出額 内　　　容

1月 7日

御祝 5,000 円 蚕桑地区新春のつどい

御祝 5,000 円 鷹山地区新春地域振興懇談会

御祝 5,000 円 東根地区新春懇談会

御祝 5,000 円 白鷹ロータリークラブ新年会

御祝 5,000 円 白鷹きらやか会新春懇談会

1月 15日

御祝 5,000 円 白鷹町酪農組合新春交流会

御祝 3,360 円 八乙女八幡神社歳旦祭

御祝 3,260 円 鮎貝八幡宮歳旦祭

香典 10,000 円 元職員弔慰金

支出日 区分 支出額 内　　　容
1月 17日 香典 10,000 円 元衆議院議員弔慰金

1月 24日 御祝 5,000 円 新春建設事業懇談会

1月 27日 贈答品 25,550 円 重要事業要望

1月 28日
香典 10,000 円 元職員弔慰金

御祝 3,000 円 白鷹町青申会定時総会

1月 30日
御祝 3,000 円 第 11回十王雪まつり

御祝 3,000 円 針生公民館事業餅つきの会

計 106,170円

１月 の「町長交際費」と「町長の主な動静」 問  総務課総務係　☎85-6120

［ 中央公民館展示案内 ］

●運行日　毎週月曜～金曜日
●予約受付日　日曜～金曜日（丸印の日）
※利用する際は、前日までご予約ください。ただし、
　当日午後１時以降の便を利用する場合は、当日
　午前９～ 11 時まで予約すれば利用可能です。
●受付時間　午前９時～午後５時
※通常のタクシーとは異なり、乗り合いタクシーの
　ため出発時間や到着時間に幅が生じます。時間に
　余裕もってご利用ください。

７

デマンドタクシー
運行・予約受付カレンダー

３月

デマンドタクシー予約センター　☎ 85-0365

１階町民ラウンジで
展示しています。

《書道コーナー》
【掲示期間】２月に引き続き３月31日まで
　伊藤　華雪さん（荒砥）
　樋口　清華さん（鮎貝）
　柴田　美恵さん（十王）
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●
受
入
人
数　

3
人
〜

※
各
ご
家
庭
の
受
入
可
能
人
数
に
合

わ
せ
調
整
を
行
い
ま
す
。

●
そ
の
他　

田
舎
の
生
活
体
験
を
ご

提
供
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
日
数
に

応
じ
て
一
定
の
「
体
験
（
指
導
）
料
」

の
お
支
払
い
が
ご
ざ
い
ま
す
。

●
募
集
締
切　

３
月
16
日
（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
町
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
事
務
局（
白
鷹
町
観
光
協
会
）

☎
86

－

０
０
８
６

　
　
慈
光
園
「
介
護
福
祉
士
」

　
　
実
務
者
研
修
受
講
者
の
募
集

●
研
修
期
間　

４
月
１
日
（
水
）
〜

12
月
16
日
（
水
）
ま
で

●
ど
こ
で　

ケ
ア
ハ
ウ
ス　

ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
慈
光
園
（
長
井
市
）

●
対
象　

「
介
護
福
祉
士
」
国
家
資

格
取
得
を
目
指
す
方

●
受
講
料　

２
５
０
０
０
円
〜
１
３

５
０
０
０
円
（
ほ
か
テ
キ
ス
ト
代
）

●
定
員　

30
名

●
申
込
期
限　

３
月
18
日（
水
）ま
で

※
定
員
で
募
集
終
了

●
内
容　

「
介
護
福
祉
士
」
国
家
試

験
受
験
に
必
要
な
研
修
。
働
き
な
が

ら
学
ぶ
「
通
信
課
程
」。
自
宅
学
習

（
４
月
〜
７
月
）
に
取
り
組
み
な
が

●
参
加
料　

１
チ
ー
ム
８
０
０
円

●
申
込
期
限　

２
月
26
日（
水
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会　

守
谷

☎
０
９
０

－

１
４
９
２

－

５
４
６
７

　

  

教
育
旅
行
受
入
家
庭
の
募
集

　

都
市
部
を
中
心
に
、
修
学
旅
行
等

で
農
林
水
産
業
の
作
業
や
宿
泊
を
体

験
す
る
「
民
泊
型
の
教
育
旅
行
」
を

取
り
組
む
学
校
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
で
は
、「
白
鷹
町
の
良
さ
」

や
「
田
舎
の
魅
力
」
を
伝
え
る
活
動

に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
民
泊
受
入
家

庭
を
募
集
中
で
す
。

●
募
集
要
件　

野
菜
収
穫
や
山
菜
取

り
な
ど
の
農
業
体
験
や
生
徒
と
一
緒

に
作
る
郷
土
料
理
体
験
な
ど
、「
田
舎

な
ら
で
は
」
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
提
供

い
た
だ
け
る
家
庭

●
受
入
日
程　

令
和
2
年
度
は
3
校

の
受
け
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

①
５
月
15
日
〜
16
日
（
千
葉
県
）　

②
５
月
20
日
〜
21
日
（
宮
城
県
）

③
５
月
26
日
〜
28
日
（
宮
城
県
）

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

白鷹町役場　☎８５-２１１１
　　

し
ら
た
か
そ
ば
ま
つ
り
の
開
催

●
い
つ　

３
月
７
日（
土
）、
８
日

（
日
）　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●
ど
こ
で　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
白

鷹
支
店　

２
階
大
ホ
ー
ル

●
料
金　

６
０
０
円（
税
込
）

※
前
売
券
、
当
日
券
と
も
に
同
額
で
、

合
わ
せ
て
６
０
０
枚
ほ
ど
用
意
し
て

い
ま
す
。

●
主
催　

白
鷹
町
そ
ば
の
里
づ
く
り

振
興
会

※
白
鷹
町
そ
ば
の
里
づ
く
り
振
興
会

会
員
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
前
売
券
販
売
・
問
い
合
わ
せ
】

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
白
鷹
支
店

☎
85

－

２
１
２
１

白
鷹
町
観
光
協
会

☎
86

－

０
０
８
６

  

米
沢
養
護
学
校

「
米
養
高
等
部
バ
ザ
ー
冬
」の
開
催

●
い
つ　

２
月
25
日
（
火
）、
26
日

（
水
）、
27
日
（
木
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
ど
こ
で　

米
沢
市
役
所
１
階
市
民

ホ
ー
ル　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

●
内
容　

本
校
高
等
部
の
作
業
学
習

で
制
作
し
た
製
品
の
販
売
（
元
祖
よ

ね
よ
う
石
け
ん
、
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
、

ウ
ッ
ド
ベ
ン
チ
、
皿
、
カ
ッ
プ
、
ド

リ
ッ
プ
パ
ッ
グ
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
）

【
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
立
米
沢
養
護
学
校　

山
川

☎
０
２
３
８

－

38

－

６
１
０
１

   

第
31
回
白
鷹
町
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

●
い
つ　

３
月
１
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜

●
ど
こ
で　

荒
砥
小
学
校
体
育
館

●
種
目　

混
成（
４
名
以
上
８
名
以
内
）

●
参
加　

18
歳
以
上
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）を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

社
会
福
祉
法
人
山
形
県
社
会
福
祉
事

業
団
事
務
局　

総
務
課（
担
当
・
横

尾
、
阿
部
）

☎
０
２
３

－

６
２
３

－

９
１
２
７

　

子
育
て
支
援
住
宅
・
町
営
住
宅

　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
子
育
て
支
援
住
宅
》

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
７
３

４
１
番
地

●
募
集
戸
数　

2
戸
（
白
鷹
町
外
在

住
者
向
け
２
戸
）

●
住
宅
形
式　

寝
室
2
部
屋
＋
リ
ビ

ン
グ
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
＋
浴
室

●
家
賃

・
２
子
ま
で
を
扶
養
す
る
世
帯

　

…
３
万
５
０
０
０
円

・
３
子
以
上
を
扶
養
す
る
世
帯　

　

…
３
万
円

●
入
居
資
格　

次
の
条
件
の
全
て
を

満
た
す
こ
と

①
子
を
持
つ
夫
婦
世
帯
で
、
お
子
さ

ん
が
現
在
小
学
校
就
学
前
で
あ
る
こ

と
（
１
人
以
上
）

②
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
基
準
に
準

じ
、
世
帯
の
月
額
所
得
の
合
計
が
31

ら
、
面
接
授
業
（
６
月
〜
12
月
、
計

９
回
60
時
間
）
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
慈
光
園

☎
０
２
３
８

－

88

－

２
７
１
１

　
　
　
白
鷹
町
土
地
改
良
区

　
　
　
臨
時
職
員
募
集

《
募
集
人
員
お
よ
び
募
集
内
容
》

●
募
集
人
員　

臨
時
職
員
１
名　
　

●
業
務
内
容　

土
地
改
良
施
設
の
管

理
業
務
お
よ
び
改
良
区
運
営
に
関
す

る
一
般
事
務

●
応
募
資
格　

①
白
鷹
町
在
住
の
方

も
し
く
は
居
住
予
定
の
方
／
②
高
等

学
校
以
上
を
卒
業
し
た
方
／
③
パ
ソ

コ
ン
操
作
可
能
な
方
（
一
般
的
な
エ

ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
）
／
④
自
動
車
普

通
運
転
免
許
取
得
者　

●
雇
用
期
間　

６
ヶ
月
（
正
規
職
員

採
用
制
度
有
）　　

●
賃
金
等　

日
額
６
０
０
０
円
〜
８

０
０
０
円
（
通
勤
手
当
有
）　　

●
福
利
厚
生　

健
康
保
険
、
厚
生
年

金
等
加
入
制
度
有　

●
勤
務
時
間　

週
５
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
・
祝

休
み
）　

●
受
付
期
間　

随
時
受
付

●
選
考
方
法　

一
次
選
考
、
書
類
選

万
３
０
０
０
円
を
超
え
な
い
こ
と

③
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を

必
要
と
し
て
い
る
こ
と

④
市
町
村
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

⑤
暴
力
団
関
係
者
で
は
な
い
こ
と

●
期
限
付
入
所　

１
番
下
の
お
子
さ

ん
が
小
学
校
を
卒
業
す
る
年
の
３
月

31
日
ま
で
入
居
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

　

平
成
30
年
、
令
和
元
年
分
の
源
泉

徴
収
票
の
写
し
、
住
民
票
謄
本
、
入

居
予
定
者
全
員
の
最
新
の
所
得
課
税

証
明
書
、
市
町
村
民
税
納
税
証
明
書

●
そ
の
他　

申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。　

《
町
営
住
宅
》

・
神
明
ア
パ
ー
ト

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
２
４

６
８

－

10

●
募
集
戸
数　

１
戸

●
住
宅
形
式　

８
＋
６
＋
4.5
畳
＋
台

所
＋
浴
室

●
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
８
３
０
０
円
〜
３
万
５
９
０
０
円

・
柏
原
住
宅

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
箕
和
田
１

２
６
１

－

４
３

●
募
集
戸
数　

1
戸

●
住
宅
形
式　

8
＋
８
＋
６
畳
＋
台

所
＋
浴
室

考
（
履
歴
書
・
経
歴
書
）、
二
次
選

考
、
面
接

【
問
い
合
わ
せ
】

〒
９
９
２

－

０
８
４
１

白
鷹
町
大
字
畔
藤
５
２
７
７
番
地
２

白
鷹
町
土
地
改
良
区

☎
85

－

２
５
７
２

　
　

　
お
い
た
ま
荘

　
　
　
ス
タ
ッ
フ
職
員
募
集

《
募
集
人
員
お
よ
び
募
集
内
容
》

●
募
集
人
員　

援
助
員
４
名
（
週
40

時
間
勤
務
）、
１
名
（
週
20
時
間
勤

務
）
／
調
理
員
１
名
（
週
40
時
間
勤

務
）、
１
名
（
週
20
時
間
勤
務
）

●
仕
事
内
容　

援
助
員
…
利
用
者
の

日
常
生
活
に
お
け
る
介
護
業
務
全
般

／
調
理
員
…
利
用
者
に
提
供
す
る
食

事
の
調
理
、
盛
付
、
配
膳
、
食
器
洗

い
な
ど

※
援
助
員
は
週
１
回
程
度
の
夜
勤
が

あ
り
ま
す
。

●
選
考
方
法　

面
接

※
面
接
会
場
は
お
い
た
ま
荘

●
申
込
期
限　

３
月
13
日（
金
）ま
で

※
そ
の
他
、
面
接
の
日
時
や
ご
持
参

い
た
だ
く
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
申

込
受
付
後
、
改
め
て
連
絡
し
ま
す
。

※
労
働
条
件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://
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●
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
７
７
０
０
円
〜
３
万
４
８
０
０
円

●
入
居
資
格　

次
の
条
件
の
全
て
を

満
た
す
こ
と

①
住
宅
困
窮
者
で
あ
る
こ
と

②
入
居
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法

の
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

③
原
則
と
し
て
同
居
す
る
親
族
が
い

る
こ
と

④
暴
力
団
関
係
者
で
は
な
い
こ
と

●
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

　

平
成
30
年
、
令
和
元
年
分
の
源
泉

徴
収
票
の
写
し
な
ど
入
居
者
全
員
の

所
得
が
わ
か
る
書
類
、
個
人
番
号
が

確
認
で
き
る
書
類
、
本
人
確
認
書
類

等
（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。）

《
共
通
事
項
》

　

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
を
ご
準

備
の
上
、
建
設
水
道
課
管
理
係
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　

２
月
13
日
（
木
）
〜

27
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で

※
土
日
祝
日
を
除
く

●
入
居
者
の
決
定　

３
月
中
旬

●
入
居
可
能
時
期　

３
月
下
旬

●
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
水
道
課
管
理
係　

☎
85

－
６
１
４
０

　

銀
行
荒
砥
支
店
窓
口
に
備
え
付
け

　

の
加
入
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記

　

入
し
、
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

﹇
ネ
ッ
ト
加
入
﹈「
ス
ポ
安
ね
っ
と
」

　

で
会
員
登
録
後
、
名
簿
を
作
成

　

し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ま

　

た
はPay-easy

に
て
掛
金
を
お

　

支
払
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

﹇
加
入
に
関
し
て
﹈

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
山
形
支
部　

　

☎
０
２
３

－

６
４
２

－

８
３
２
１

﹇
保
険
内
容
に
関
し
て
﹈

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社

☎
03

－

３
５
１
５

－

４
３
４
６

﹇
事
故
等
の
連
絡
先
﹈

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
シ
ュ
ー
ズ

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会　

平
吹

☎
０
８
０

－

５
２
２
１

－

０
９
４
２

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
ご
紹
介

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
は
、
誰
も
が
安
心

し
て
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
の
団
体

・
グ
ル
ー
プ
活
動
（
社
会
教
育
活

動
）
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、（
公
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
が

損
害
保
険
各
社
と
協
力
し
て
作
り
上

げ
た
、
小
さ
な
掛
金
で
大
き
な
補
償

が
得
ら
れ
る
公
益
目
的
事
業
で
す
。

●
対
象　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活

　

動
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
・

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
う

　

４
名
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
団
体
・

　

グ
ル
ー
プ

●
補
償
期
間　

令
和
２
年
４
月
１
日

　

午
前
０
時
〜
令
和
３
年
３
月
31
日

　

昼
12
時

※
４
月
１
日
以
降
の
申
し
込
み
は
、

　

加
入
手
続
き
の
翌
日
午
前
０
時
か

　

ら
が
補
償
対
象
と
な
り
ま
す
。
終

　

期
は
３
月
31
日
昼
12
時
ま
で
で
す
。

●
申
し
込
み

﹇
加
入
申
込
書
﹈
白
鷹
町
教
育
委
員

　

会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
ま
た
は
山
形

　   

書
き
損
じ
は
が
き
の
回
収
に

　   

ご
協
力
く
だ
さ
い

山
形
県
高
等
学
校
青
少
年
赤
十
字
連

絡
協
議
会
で
は
、「
書
き
損
じ
は
が

き
」を
換
金
し
て
文
房
具
を
購
入
し
、

発
展
途
上
国
の
小
学
校
な
ど
に
届
け

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
高
等
学
校
等
に
お
け

る
回
収
と
同
様
に
、
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
健
康
福
祉
課
で
も
回
収
し
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
受
付
期
間　

３
月
13
日（
金
）ま
で

【
受
付
・
問
い
合
わ
せ
】　

日
赤
白
鷹
町
分
区
（
健
康
福
祉
課
福

祉
係
）
☎
86

－
０
１
１
１

　
元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
の
ご
案
内

　

ゆ
っ
く
り
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
軽
ス
ポ
ー
ツ
》

●
い
つ　

３
月
７
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

●
内
容　

ワ
ナ
ゲ
・
ペ
タ
ン
ク

東
京
海
上
日
動
東
北
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
コ
ー
ナ
ー

☎
０
１
２
０

－

７
８
９

－

０
３
７

　
　
弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

　
　
特
措
法
電
話
相
談
会

　

集
団
予
防
接
種
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

患
者
に
対
す
る
給
付
金
支
給
特
別
措

置
法
お
よ
び
認
定
手
続
き
に
つ
い
て

電
話
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。（
個
人

情
報
厳
守
）

●
い
つ　

３
月
７
日
（
土
）、
５
月

16
日
（
土
）　

午
前
10
時
〜
12
時

●
ど
こ
で　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新

潟
事
務
所
（
新
潟
市
）

全国瞬時警報システム（Ｊアラートシステム）
の全国一斉情報伝達訓練の実施について

　現在、音声告知システムを設置している全ての施
設（各保育園および認定こども園・各小中学校・各
地区コミュニティセンター等）へ情報の伝達訓練を
行います。

　２月19日（水）午前11時ころ
気象・地震活動の状況等によっては訓練が中止に
　なる場合があります。

【問い合わせ】総務課防災管財係　☎85-6122

よっては訓練が中止に

３
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　誰もが健康づくりや交流を楽しめる居場所を開催
しています。お気軽においでください。

●日　程　２月 14 日（金）・２月 21 日（金）・　
　３月６日（金）・３月 13日（金）
●時　間　午前 10時～ 12時まで
●対象者　どなたでも（申込不要）
●利用料　１回２００円

●日　程　２月 28日（金）・３月 27日（金）
●時　間　午前 10時～ 12時まで
●対象者　どなたでも（申込必要）
●利用料　５００円（食事代含む）

●日　程　２月 25 日（火・お菓子つくり）・３
　月 10 日（火・風船バレーと茶話会）・24 日（火・

２月開催「のどかカフェ」

●会　場　ちょぼらの家（荒砥甲 373-8）
●参加料　無料
●開催日　２月 2 6 日（水）
　午後２時～３時 30分
※申込不要。直接会場にお越しください。
【問い合わせ】
健康福祉課地域包括支援センター係　☎86-0112

　ミニコンサートと茶話会）・31 日（火・おでかけランチ）
●時　間　午前 10時～ 12時まで
●対象者　どなたでも（申込不要）※３月 31日は要申込
●利用料　１回２００円（２月 25 日は３００円、３月
　31日は実費がかかります）

●日　程　３月３日 ( 火 )
●時　間　午前 10時～ 12時まで
●対　象　どなたでも ( 申込不要 )
●利用料　５００円

●日　程　２月 18日（火）・３月 17日（火）
●時　間　午前 10時～ 12時まで
●対　象　どなたでも（申込不要）
●利用料　５００円

●日　程：２月 15日（土）・３月 21日（土）
●場　所：つどいの場「にじ」（鮎貝 3,235 番地）
●時　間：午前 11時 30分～午後１時 30分
●対象者：小学生までとその保護者（子どものみの参加も可）
●料　金：子ども２００円　保護者３００円
　※事前の申し込みは不要です。
　※未就学児は保護者同伴でお願いします。
　※小学生は帰りのお迎えをお願いします。（やむを得ず
　　迎えに来られない場合はご相談ください。）
　※アレルギーへの対応はできませんのでご了解願います。
【問い合わせ・事務局】
支えあう地域づくりなないろの会
平泉　☎ 85-0143 ／橋本　☎ 85-3676

２月・３月開催「つどいの場  にじ」
（支えあう地域づくりなないろの会）

●
内
容　

Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
に

基
づ
く
給
付
金
支
給
手
続
に
関
す
る

相
談

●
相
談
方
法　

電
話
相
談

※
相
談
料
無
料
（
通
話
料
は
か
か
り

ま
す
。）

【
相
談
・
問
い
合
わ
せ
】

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所　

☎
０
２
５

－

２
２
３

－

１
１
３
０

　
借
金
返
済
に
関
す
る
相
談
窓
口

　
の
ご
案
内

　

東
北
財
務
局
山
形
財
務
事
務
所
で

は
、
借
金
返
済
で
お
困
り
の
方
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談

員
が
借
金
の
状
況
等
を
お
伺
い
し
、

必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
等
の
専
門

家
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。
相
談
は
秘
密

厳
守
・
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
専
用
電
話

☎
０
２
３

－

６
４
１

－

５
２
０
１

●
ど
こ
で　

山
形
市
緑
町
２

－
15

－

３
（
山
形
工
業
高
校
東
側
）

●
受
付　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）　

午
前
８
時
30

分
〜
12
時
、
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

【
問
い
合
わ
せ
】

山
形
財
務
事
務
所
理
財
課

☎
０
２
３

－

６
４
１

－

５
１
７
８

　
　
卒
園
記
念
作
品
展
を
開
催

　

愛
真
・
よ
つ
ば
こ
ど
も
園
、
エ
ン

ゼ
ル
イ
ン
し
ら
た
か
で
、
卒
園
を
記

念
し
て
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
期
間　

３
月
９
日（
月
）〜
21

日（
土
）　

午
後
３
時
〜
６
時
30
分

※
３
月
15
日
は
休
館
日

●
ど
こ
で　

こ
ど
も
美
術
館
（
愛
真

こ
ど
も
園
敷
地
内
）

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
真
こ
ど
も
園

☎
85

－

３
１
６
０
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 ３

利用時間：午前９時30分～午後３時30分
休館日：毎週土曜日

つぶ
やき

よつ
ばこ
ども
園

「ゆき」

お母さんとお子さんの健康を守るために、妊婦さん
全員に交付しています。随時交付しますが、保健師が
留守の場合がありますので、事前に電話などでご連絡
ください。
場　所：健康福祉センター
※妊娠届出書に個人番号（マイナンバー）の記入と本
　人確認が必要となります。届出時は、次の①、②の
　うちいずれかをお持ちください。
①個人番号カード
②個人番号通知カードと妊婦本人の確認ができるもの
（運転免許証、パスポートなど）
問い合わせ：子育て世代包括支援センター
　　　　　（健康福祉課健康推進係内）☎86-0210

　雪の大好きな子ども達、雪がふりだすと大喜び
で外にとびだし雪をかき集めて雪だるまをつくっ
たり、雪玉をつくったり、雪の感触を楽しんでい
ます。雪の少ない今年、お空に向かって「もっと
もっとゆきふれー！」と叫んでいる子ども達です。

「つもったゆき　ぎゅっとにぎって　ゆきがっせん」
「おそらから　てんしがふるよ　もっとふれ」
「ひかってる　ゆきのけっしょう　おほしさま」
「しもばしら　はるさめみたいだ　すぐとける」

会　場：健康福祉センター
内　容：お産の経過、あかちゃんのお風呂の入れ方、
　　　　あかちゃんの栄養、子育てと家族の役割など
持ち物：母子健康手帳、筆記用具
申込締切：３月17日（火）[ 電話予約 ]
問い合わせ：子育て世代包括支援センター
　　　　　（健康福祉課健康推進係内）☎86-0210

会　場：健康福祉センター
持ち物：母子健康手帳、バスタオル、問診票、交換用
　　　　オムツ、その他お子さんに必要なもの
※対象の方には郵送でご案内します。
※問診票と母子健康手帳の「保護者の記録｣を必ず記
　入しておいでください。
※お子さんが当日具合が悪かったり、１週間以内に
　人にうつる可能性のある病気にかかったりしたと
　きは、事前に電話などでご連絡ください。
問い合わせ：子育て世代包括支援センター
　　　　　（健康福祉課健康推進係内）☎86-0210

［月の予定］
問い合わせ：子育て支援センター「にこぽーと」
　　　　　　☎ 87-0083

会　場：健康福祉センター
内　容：離乳食の進め方、調理実習、試食と懇談
持ち物：母子健康手帳、エプロン、三角巾、筆記用具
参加費：２００円（調理実習費）
保　育：お子さんとご一緒に参加できます。希望され
　　　　る方はお申し込み時にご予約ください。
申込締切：３月３日（火）［電話予約］
問い合わせ：健康福祉課健康推進係  ☎86-0210
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17 １ 30 １
12 6 7

12 1

　☎ 86-0210

10 24 １ 30 ３

４ 18 ７ ８ 30

☎86-0210

３ １ ８

３

３ ３ ９ 30

☎ 86-0210

３ １ ７
４

１
２ 11 ～ 12

３ ４ ９ 12 18
☎86-0210

●窓口業務時間延長（午後７時まで）

　　　
●弁護士相談

４ ２ ４

５
☎86-0150

●婚活応援室
１ 30 ８

K's space
☎86-0212

●農業委員会
24 ３
10

☎85-6128

●山形県救急電話相談
15

8000
023-633-0299
15

8500
023-633-0799

７ 10

 ３
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樋口與 次（93）深山

五十公野金　（92） 荒砥乙

松野　久三（96）十王

佐藤　治正（81）高玉

菅原　英子（78）荒砥乙

紺野和一郎（95）萩野

上野　礼子（90）広野

原田　りよ（91）鮎貝

小林　泰治（95）荒砥甲

渡部　光子（79）畔藤

川村　克子（80）菖蒲

紺野ちよの（94）萩野

▼今年は、本当に雪が少ないですね。車の運転はとて
もしやすくて良いのですが、冬のイベントが開催でき
なかったり、米を作っている人からは、雪解け水がな
いと田植えの時期、非常に困るとお聞きしました。何
とか、もう少し降ってほしい気もします。
▼受験シーズンが到来しました。白鷹中学校の赤間校
長先生が受験生に向けて話していた「『辛い』『一歩』
先に『幸せ』が待っている」という言葉がとても心に
残りました。中学生にとっては自分の夢実現に向けて
はじめて乗り越えなければならない大きな壁ですね。
体調管理には気を付けて、万全の態勢で受験に臨んで
ください。（いわさわ）

編 集 後 記

Editorial Note

１ １ 31

鈴木　　櫂
かい 伸吾 荒砥乙彩

小関百
ゆ り こ

合子 悠司 菖蒲真梨子

川合　輝
そ ら

空 正敏 十王寿枝

横沢　航
こ う や

弥 竜ニ 高玉
絵華

（　　　）

（　　　）

１ 31

13,518 ▲ 25
6,668 ▲６

6,850 ▲ 19

4,735 １

　 小川　智雄　横田尻

　 大滝　　望　横田尻
♥

（　　　）

（　　　）

－お詫びと訂正－

　本誌１月号において次の通り誤りがありました。

　お詫びして訂正いたします。

① 5頁「シラタカレッド一品料理コンテスト結果」チーム名（誤）石

井春樹さん→（正）石井春喜さん　② 8頁「表彰者一覧」板垣翔斐さ

ん欄の大会名等（誤）全日本大学女子→（正）全日本大学男子、（誤）

女子ソフトボール→（正）男子ソフトボール　③ 40頁「図書館だより」

図書の紹介　著者名（誤）石田衣良→（正）浅田次郎

新野とらよ（88）広野

髙橋　悦子（64）山口

金田美代子（70）高玉

髙橋　武雄（98）山口

丸川　いせ（85）横田尻

口　春實（80）深山

須貝　ちう（92）高岡

児玉　イセ（90）高玉

渡部　修一（59）鮎貝

小川　耕ニ（98）萩野

齋藤　　う（85）箕和田
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わたしは“白
ふるさと

鷹町”で働いています。

  企業データ

　私は福島県の出身です。様々なご縁があって白
鷹町で暮らすこととなり、今の職場にも出会うこ
とができました。白鷹町での生活は 3 年目とまだ
日は浅いですが、とても素敵な町だと感じています。
　私の仕事は農業にとって欠かせない水をコント
ロールする農業水利施設の管理や田んぼの整備など
です。農業をする方々や授業で農業を学ぶ小学生な
どたくさんの人と関りが持てて、とてもやりがいを
感じています。天候に左右されや
すく、大変な仕事ですが、多くの
方と支え合いながら頑張れる仕事
で、とても充実した毎日が送れて
います。これからも様々な知識を
身につけて、白鷹町の農業
を盛り上げていけるように
精一杯頑張っていきたいと
思います。

  企業データ

　元々は保育関係の仕事を希望していました。短大
で実習授業があり、当施設を訪れた時に、生き生き
と活動する利用者さんや優しい職員の皆さんに惹か
れ、就職志望が保育から福祉に変わりました。短大
を卒業して現在は当施設で働いています。
　主な仕事は利用者さんの食事や入浴など生活全般
の支援をしています。利用者さんの中にはこだわり
の強い方や難しい言葉に混乱してしまう方もいるの

で、言葉や行動には責任を持ちな
がら、一人ひとりに合った対応を
心がけています。やりがいはとて
も大きいです。利用者さんがより
　　過ごしやすい支援ができるよ
　　　う、先輩方を目標に技術向
　　　上と知識を深めて、これか
　　　らも頑張っていきます。

障がい者支援施設　白鷹陽光学園

樋口　希
のぞみ

さん（深山・23歳）

白鷹町土地改良区

福田　裕晴さん（鮎貝・31歳）

広
報
し
ら
た
か

N
o.1252

Feb.2020


